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間歇的血行遮断 
術後肝転移の抑制
肝虚血再灌流障害 
 
担癌患者の遠隔転移を抑制できる 
担癌状態 
接着分子
血管新生因子 
 
 われわれは肝の虚血再灌流の病態に関する研究を行っている。現在までに肝虚血再灌流障害に
はサイトカインやフリーラジカルが関与していること、そして虚血再灌流障害を軽減するには一
回の連続血行遮断より間歇的血行遮断が有用である事を明らかにした。さらに、肝虚血再灌流と
癌転移との関係についての研究を行っている。接着分子である E-selectin が肝虚血再灌流後に血
管内皮上に高発現すること、間歇的肝血行遮断は大腸癌肝転移を低減できることを報告した。現
在は、虚血再灌流後に産生されたフリーラジカルが大腸癌肝転移に及ぼす影響についてスカベン
ジャーを用いて検討を行っている。また、血管新生因子である VEGFが肝虚血再灌流後に血中・
肝組織中に発現する事を確認しており、VEGF 受容体を持つ癌細胞を接種すると肝虚血再灌流後
に転移巣が増大する事を報告中である。さらに、抗接着・接着両方の性質をもつMUC1蛋白が癌
転移に与える影響について検討を行っており、MUC1 遺伝子を導入し高発現させた癌細胞は肝転
移を起こしにくいことを報告した。 
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